
2024年 戸田みらい基金活動報告
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第13回若手技能者の育成に資する活動に対する助成
▪若手技能者育成、据付作業の教育

活動期間：令和５年 ４月 ～ 令和５年 11月

関ヶ原ストーンギルド株式会社
令和６年２月２８日



会社概要
▪創業：平成27年10月 （創業9年）
▪資本金：1,000万円
▪従業員数：20名（インストラクター10名 教育者10名）

▪事業内容：石工事業（建築石材施工業）
▪グループ会社：関ヶ原石材株式会社
▪売上高：1億円（グループ全体：80億円）
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建築石材業界唯一の石張り職人育成会社



活動内容
▪①空積工法作業手順の習得
▪②圧着工法作業手順の習得
▪③１級石材施工技能士取得に向けての訓練
▪④新石種、新素材の認知 及び 安全作業への周知
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石工事における建築現場マイスターを目指す

「石材施工職人を育成」



助成金の使途

▪①据付練習場の新設
▪②施工技能士実技試験の練習用下地の新設
▪③新素材、加工工場見学会への参加経費
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壁施工物件の減少→実際に施工するチャンスが減っている

技能試験受験者の減少→試験開催のチャンス減・・一発勝負
石以外の材料施工増加→教育の必要性

施工期間の短納期化→教育のための時間がない



助成金の使途
①据付練習場の新設（空積工法）
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鉄筋下地



活動の状況
①据付練習場の新設（練習状況）
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活動の状況
①据付練習場の新設（圧着工法）
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下地側 石側 据付



助成金の使途
②実技試験練習用下地の新設
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練習用下地 練習用材料



助成金の使途
②実技試験練習用下地の新設（練習風景）
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墨出し

柱型据付

吊りもの据付



助成金の使途
③新素材・加工工場の見学会
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成果と効果
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①施工の流れを自分のペースで理解することにより、
勘所（カンドコロ）をつかむことができた。

・図面の判読、事前準備等の段取りを認識

②実技試験のシュミレーションを体感できた。

③実物を体感することで、現場における注意点を
認識できた。

・各自の不得意作業の認識と対策に活かせる。

・材料特徴の再認識と安全意識の向上

・現場と違い、落ち着いて作業ができた



今後の取り組み
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①育成カリキュラムに基づき教育の継続。

④次世代へ向けた石職人の若返り
→若手社員含め３０人体制を目標。

②職長（リーダーシップ）の育成。

③独立へのサポート（関ヶ原グループの協力会社での勤務）。

⑤安全管理への知識・指導の強化。
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戸田みらい基金 様
ご支援 ありがとうございました！

今後も技術の伝承によって建築石材業界の
発展に向けて尽力してまいります。

東京チーム 大阪チーム
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